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Abstract：On March 2011, Naruto University of Education, putting Advanced Practice of School Education 
as a center organization, signed an Agreement of Cooperative Project with Suzuka Board of Education. The 
five areas of the project are as follows:
　　　　　1. On-site coaching to public schools by professors of Graduate School of Education.
　　　　　2. Providing advices and instructions to the Board of Education and the principals by professors of 
Graduate School of Education.
　　　　　3. Cooperation of teacher visits by Suzuka Board of Education to Graduate School of Education.
　　　　　4. Suzuka Board of Education’s cooperation to practical educational research conducted by 
Graduate School of Education.
　　　　　5. Other projects based on the discussion and agreement between Graduate School of Education 
and Suzuka Board of Education.
　Through concrete methods of this cooperative project based on this agreement, we studied the cooperation 
among universities, boards of education, and schools. This Study is a sequel of “Practical Study on Educational 
Improvement　through Partnership among University, School and The Board of Education (Ⅰ) and (Ⅴ).”



























































































































































































































































































































































































































































































41.3％ 10.1％ 24.7％ 19.6％
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19.0％ 56.3％ 21.7％ 3.1％
20.1％ 50.6％ 23.2％ 6.0％
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32.0％ 56.0％ 8.0％ 4.0％
42.3％ 46.2％ 7.7％ 3.8％





53.8％ 34.6％ 3.8％ 7.7％




34.6％ 42.3％ 11.5％ 3.8％7.7％
20.8％ 66.7％ 10.4％
図５　教師のアンケート結果
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（第２回訪問，授業研後の時間外）。
　「学力向上」と「学級の学び合う支持的風土づくり」
（学級経営）は，表裏一体のものである。多くの若手教師
が悩みや自問自答を繰り返しながら実践していることが
話の端々から伝わってきた。多くの質問と研究者側から
の提案をもとに勉強会をすすめ，充実した時間を共有す
ることができた。また，研究者が執筆した学級経営にか
かる著書を，今後の実践の一助となれば，ということで
Ｃ中学校の先生方へ提供させていただいた。
４．D中学校
１）当該校の状況
①　当該校の沿革
　Ｄ中学校の校区は，鈴鹿市の東部に位置し，市内で最
も早くから開発され，さらにその後各所に住宅団地が造
成され急激に人口が増加した地域である。Ｄ中学校は，
市議会決議に基づき，昭和２２年４月に市立第八中学校と
して設置され，昭和２４年に市立Ｄ中学校と校名が変更さ
れた。平成２４年４月１日現在，生徒数１０３９人，学級数
３３，教職員７９人（加配・非常勤講師を含む）となって
おり，県下一の大規模校である。
②　生徒の状況
　Ｄ中学校では，「豊かな人間性をもち，進んでやりぬく
生徒を育成する」という学校教育目標に基づき，「１０００
の輝きＤ中」という学校スローガンが定められている。
そして，１０００人を超える生徒を一人ひとり大切にしそれ
ぞれが輝くような学校をめざした教育が展開されている。
その結果，学校訪問を行った際も，多くの生徒は落ち着
いた雰囲気の中で学校生活を送っている印象であった。
　しかしながら，ほとんどの中学校が直面している問題
であるが，Ｄ中学校においても，「授業についていけない」
「授業に集中できない」などの学習面での課題がある生徒
や，「授業エスケープ」「対教師暴言」「華美な服装や頭
髪」「不登校」「非行」などの生活面での課題がある生徒
が一部にみられる。
　部活動は活発で，吹奏楽部・バスケットボール部・陸
上部・野球部・卓球部等は，地方大会や全国大会で好成
績を収めている。
③　教員の状況
　Ｄ中学校では，先に挙げた学校スローガンを踏まえ，
平成２４年度の「めざす学校像」として，「１０００の輝き，
７０の心をひとつにする学校」が示されている。大規模
校であるＤ中学校は，教職員数も多いため，学校訪問を
行った際も，職員室は非常に広く，数多くの机が配置さ
れ，都市部の高校の職員室のような印象だった。組織が
大きくなるほど，方針の共有や連携・協力は難しくなる。
そこで，Ｄ中学校では，丁寧に教職員の合意形成を図り，
共同・協働の文化を醸成して「７０の心をひとつにする」こ
とをめざしている。
④　研究・研修活動の状況
　Ｄ中学校は，平成７年に，文部省から運動部活動研究
推進校として指定され，また，平成１０年には，北勢地
区同和教育研究協議会・鈴教研研究委託校として研究発
表を行った。平成１７年度〜１８年度には，三重県から小
中学校総合連携推進事業の指定を受け，「小中学校連携に
よる基礎学力の定着と向上を目指して」という研究主題
を設定し，校区の３小学校とともに「国語力」の育成と
いう共通課題をもって，国語指導，読書活動，図書館指
導や授業交流などに取り組んだ。
　平成２４年度の学校全体としての研修課題については，
「生徒の効力感と有能感を育てる指導の工夫」という主題
が設定され，「できない経験」の積み重ねが自己効力感・
目標の喪失・学習意欲の低下を招いているとの認識の下
で，生徒の効力感と有能感を育て，目標に向かって学習
する生徒を育成することをめざしている。
２）支援方針と対応
　平成２４年度は，「授業エスケープ」「対教師暴言」「非
行」などの問題行動に象徴される生徒指導上の課題に焦
点を絞って支援を行った。
①　職員研修での講演
　５月３０日に行われた，Ｄ中学校学習会（校内職員研修）
で，「生徒の問題と向かい合う〜優しくて厳しいかかわり
〜」の演題で講演を行った。
　講演内容に関しては，事前に，指導に応じない生徒と
日々向かい合っている教員が「ルールを守らせる」こと
と「生徒に寄り添う」ことの狭間で苦悩していること，
あるいは保護者の考え方と学校の方針が合わないため指
導に困っていることなどの状況を打開するヒントになる
ような内容を要望された。
　そこで，講演の前半では，まず，ペアになって「後ろ
に倒れる」ワークを実施した。一人が目を閉じて直立し
真後ろに倒れ，もう一人が背中に手を添えて支える実習
で，１回ごとに大丈夫かどうかを確認しながら徐々に倒
れる角度を大きくし，倒れる側・支える側のどちらかが
これ以上は無理だと判断したら終了するワークである。
ワーク後には，
・不安定な援助者に被援助者は身を委ねることはできな
いことからのアナロジーで，生徒指導においても他者
を指導・援助する場面では支える者の安定が重要であ
ること。
・限界を超えると共倒れになってしまうことからのアナ
ロジーで，「ダメなものはダメという姿勢で生徒の自己
崩壊を防ぐ壁となる」「自分一人（あるいは学校だけ）で
対応できない場合は他の教員（あるいは外部の関係機
関）の協力を得る」などの限界を設定することも重要
であること。
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　以上の点についてコメントした。そして，「支えること
が可能な最大角度」は，倒れる者と支える者の関係性の
中で決まるものであることにも言及し，生徒指導に「一
般解」はなく，他の誰でもないその生徒と他の誰でもな
いその先生とのかかわりの中でその都度「特殊解」を模
索していくことが生徒指導のポイントであると説明した。
　また，狭義の生徒指導（規律指導）と教育相談の概念
を対比させ，広義の生徒指導では，両者を統合した「優
しくて厳しい」在り方が求められることを示した。そし
て，そのような統合の知恵は，個々の教員が自身の教育
観を省察する際に鍵概念となるとともに，組織面では，
規律指導を担当する教員と教育相談を担当する教員の相
互のリスぺクト（敬意と共感）に基づく連携が「生徒指
導体制」の安定を生むことを，「個人戦から団体戦へ」と
いう表現で説明した。
　講演の後半では，保護者の学校批判や無理な要求など
への対応について，「グチ・不満・不安は。願望・期待・
夢の表れ」ととらえる視点で「保護者の思い」を受けと
めることの重要性を示すとともに，「学校としてできるこ
と，できないことを明示する」「学校だけで対応できない
場合は外部機関と連携する」などの限界設定の必要性に
も言及した。
②　事例検討会での助言
　８月２９日に行われた，Ｄ中学校夏季研修会（学年ご
との校内職員研修）で，１年と３年の事例検討会に参加
し，助言を行った。
　事例検討会では，とりあげられた生徒事例について，
まず担任が状況・経過を報告した後，Ｄ中学校から本学
教職大学院に派遣されている院生がファシリテーターを
務め，参加者が各自で付箋に課題解決のための方法を書
き，効果の大小と実施難易度を組み合わせたマトリクス
図の模造紙に配置して，対応策を整理していくという
ワークを行った。
　ワーク後の助言では，「信頼」をキーワードに，生徒の
自分をあきらめない姿勢（自己への信頼）は，「自分への
期待を失わず傍に居てくれる人との信頼関係」によって
生じるのであり，「教師が生徒（の成長力・自己実現の
力・自己治癒力）をあきらめない」ことが重要であるこ
とを説明した。
③　保護者対象の講演
　１０月２８日に行われた，Ｄ中学校家庭教育学級講演会
で，Ｄ中学校及びＤ中学校区の幼稚園・小学校の保護者・
教員を対象に，「依存と自立のサイクル〜子どもの成長に
大人（親・教師）が関わる意味〜」の演題で講演を行っ
た。
　講演内容に関しては，事前に，大人と子どもの信頼関
係を深めること，家庭と学校の信頼関係を深めることに
係る内容を要望された。
　そこで，講演では，依存と自立を対立概念としてでは
なく，ほどよい依存ができるからこそ人は自立できると
とらえることを提起し，乳幼児期・児童期・青年期にお
ける依存と自立の問題に言及した。そして，子どもの内
面理解のためには，子どもにかかわる大人（親・教師）
が自身の子どもの頃に直面した課題を想起し，それを子
どもの心に重ね合わせ，大人の知恵でその意味を考えて
いくという共感的理解（子どもの内面にも大人の内面に
も，同型のテーマが布置され，共に感じ，共に考えるか
かわり）の重要性を説明した。そして，河合（１９８４）が
指摘しているように，思春期の子どもたちの心の奥底か
ら湧き上がる衝動は，自己や他者への破壊性を持つもの
であるので，大人がスクラムを組んで防壁となり立ちは
だかることで，破壊的なエネルギーが建設的なエネル
ギーに変容するということを示した。その意味でも，親
と教師が，互いに相手を「悪者」にして責任を追及する
関係ではなく，親と教師が連携して子どもと向かい合う
姿勢が重要であると説明した。
３）成果
　平成２４年度のアンケート調査（鈴鹿市「安心して学
べる学校を目指して」アンケート）では，生徒対象の調
査の「クラスでは安心して学べる」の質問について，Ｄ
中学校の肯定的回答の割合が鈴鹿市の中学校の平均より
低く，教職員対象の調査の「生徒は教師を信頼している」
「保護者は教師を信頼している」の質問について，Ｄ中学
校の肯定的回答の割合が鈴鹿市の中学校の平均より低
かった点が特徴的だった。来年度のアンケート調査での
変化を分析することで，今年度の支援の成果を確認する
必要がある。
　なお，職員研修については，
○教師集団が全員で一丸となって，元気に生徒と向かい
合えるように，職員室での対話を大切にしたい。
○粘り強く「ダメなものはダメ」と言いつつ，子どもの
反抗の意味を理解することの重要性がわかった。
○教師の思いを伝えながら保護者の思いも理解し，共に
生徒のために協力することが大切であると思った。
　　などの感想が見られ，校長からも，日々の生徒指導
に疲弊・消耗していた教員の雰囲気が変わったとの報
告があった。
５．Ｅ中学校
１）Ｅ中学校の概要
　Ｅ中学校は，信頼される学校を目指して，教職員と生
徒及び保護者との人間関係が「信頼の絆」で結ばれた学
校づくりに努め，生徒が「夢や希望」を持ち，目的意識
をもって取り組める基礎学力及び規範意識を高めるとい
う基本方針をもっている。
　同校の生徒は素直でまじめであるが，一部の生徒が集
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団になると羽目をはずすという傾向があった。また，交
通マナーやあいさつ，言葉遣い等，社会性についての課
題が散見されたが，現在は解消しつつある。
２）支援
　当該校では，キャリア教育を通して教育全体を見直し，
主体的な進路選択（望ましい生き方）能力の育成を掲げ
ている。そこで，キャリア教育と生徒指導をリンクさせ
た新たな取り組みを提案し，実践の支援を行った。（５月
２８日，同校教頭及び生徒指導主事等と打ち合わせを実施
した。）ここで提案した「挑戦型（チャレンジ型）生徒指
導」とは，学校課題を解消するため，何らかの仕掛けを
通して，生徒自身が社会の形成者として実感できる外向
的な取り組みであり，教職員の多忙や教育課程の過密化
に対応するため，既存の学校での取り組み内で実施する
ことを基本としている。ここでは「職場体験学習」を活
用し，同校がめざすキャリア教育の充実に取り組んだ。
　職場体験学習は，全国の多くの学校で実施されている。
望ましい勤労観や職業観の育成は，すべての子どもたち
に必要なことであり，実社会での本物の体験に意味があ
る。今回の実践では「職場体験学習」において，「新聞広
告作り」を接合することを意図しているが，事前学習の
段階で「職場体験後に，訪問した職場の広告をつくる」
という課題をあらかじめ提示しておき，生徒がその仕事
の意義や社会との関わり，職場の人々の様子などについ
て，考えながら職場体験学習を行えるように，意欲を強
化することにある。また，新聞広告作りを通して，お世
話になった職場に応えるという社会への還元を経験する
という主体的な取り組みである。
　９月４日（火），大学教員が同校に訪問し，２年生対象
に出前授業を実施した。ここでの課題設定では，以下の
パフォーマンス課題を提示し，あわせて，広告作りのス
キルを指導した。提示した課題は以下の通りである。
　『あなたは，職場体験学習において，これから自分が体
験する職業や職場のよさを見つけ，それを広告にした
いと思います。この広告は，この職場を知らないクラ
スの皆や地域の方に紹介するものです。お世話になっ
た職場にもお礼としたいと思います。そのためには，
まずは職場に出向き，職場の様々な動きを理解するこ
とから始めましょう。そして，体験学習の中で，職場
のセールスポイントは何か，お客様や職場に関わる人
たちにどのように紹介すればいいか，広く地域の人に
知ってもらうために，「広告」という形で，責任をもっ
て意見表明します。』
 　今回の取り組みでは，この提示が特に重要であり，広
告作成の意義や社会貢献の重要性，マナーなど社会との
関わりについて指導した。指導後に，ある女子生徒が控
室に訪れ，今日の授業の感想やお礼を自分の言葉で述べ，
実施される職場体験（美容院関係）では，精一杯，職場
に返せる広告を作りたいと意欲を示した。また，２年団
職員の研修を行い，この取り組みの手法や効果について
話した。
　職場体験学習は，９月１１日から１４日の４日間に行わ
れ，無事に終了した。
３）成果
　今回の実践において，以下のような広告が作成された。
ここでは，受け入れてくれた職場の「新聞広告」を作成
し，それをお礼の手紙と一緒に職場に返すという流れで
あるが，生徒たちは，まず広告のしくみを学び，体験中
には職場の特徴やよさを取材する。その後，新聞の下５
段に見立てた広告を作成した。キャッチコピーを考えた
り，ロゴの扱いなどを職場と協議したり，実際の広告会
社と同じ手順を踏んでいる。各班では，職場のキャッチ
コピーを考え，絵などを工夫し，完成させた。
　職場体験の意義は大きいが，その中で，広告作りによっ
図６　生徒が作成したロゴ集
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て，職場のよさを知ることで，職場体験そのものが活性
化し，受け入れる側にもメリットが生まれる。この取り
組みは，徳島，高知，香川，新潟，京都，千葉などで行
われており，好評を得ているが，職場での仕事やその意
義，楽しさなどについて，さまざまな職場の特徴を考え，
その中からとくに本質的なものを絞っていく作業は，職
場についての理解を深める上で有効である。さらに，そ
のことが人々に短い言葉で的確に伝わるようなコピーを
考えるという学習は，言葉の感覚や表現力の育成につな
がるものといえるだろう。
　同校では，今回の実践を，おおむね好意的に受け入れ
ている。新たな取り組みであり，その効果は，すぐに表
れるものではないが，学校課題と実践をリンクさせる動
きが，継続的に行われることで，地域との関係を向上さ
せ，生徒自身が社会と向き合っていく重要性を知ること
と思われる。そして，教職員が一体となって，外向的な
実践を行うことに，楽しさを感じていくことが，挑戦型
生徒指導の真骨頂である。
Ⅲ　成果と課題　−連携会議を通して−
　本年度の新たな取り組みとして，３月２８日，鳴門教育
大学教職大学院の教員と中学校の校長，教育委員会事務
局の三者が今年度の取り組みと来年度の連携について，
会議を開催した。
　平成２３，２４年度，鈴鹿市から派遣された修了院生が
大学院での実習報告（写真２参照）をすると共に，大学
教員が本事業についてのねらいと成果について説明を
行った。
　本会議において，これまでの２年間の各学校での取り
組みについて報告があった。以下は項目ごとにまとめた
ものである。
１）教員研修について
○これまでの学校の研修は，研修担当教員が一生懸命に
やっているだけで，なかなか全職員に浸透することが
できなかった。しかし，この連携事業を通して，学校
組織としてどのように研修を行うべきかを考え，実践
することができた。
　　中学校では，教科担任制であることもあり，教科を
超えた研修が難しかったが，大学の支援（空き時間授
業参観，ワークショップ研修など）を受けることによっ
て，教科を越えた研修が可能となった。
○授業改善を中心テーマに，言語活動を中心とした授業
改善を行えることができた。
２）学校経営について
○学校に課題がある場合には，どうしても目先の課題解
決が中心となってしまう。しかし，長期的スパンでの
ビジョン構築や実現のための方法を考え実践すること
の重要性を認識することができた。
○教職員の人間関係が生徒に影響を与えることがある。
支援をいただいたが，教職員の人間関係を改善するこ
とは非常に難しかった。学校の中でなかなか活かすこ
とができなかった。
○教員研修や授業改善に関して，学校に大学の支援が
入った当初は，目新しさもあり，教職員もモディベー
ションが高かった。しかし，本年度当初は，２年目に
なりマンネリ化が見え始めていた。研修をすることが
目的化していく傾向が見られていた。そのときに，具
体的な方法を提案いただきマンネリ化を克服できた。
　　授業改善に関しても，生徒のアンケートによると教
師集団か授業改善に取り組んでいる様子を子どもたち
も感じているようである。授業関わりつつあることを
生徒も実感している。
○特別支援教育の視点においた授業改善に関して具体的
な支援をいただいたことは，学校教育を考える上でも
非常に有効であった。授業での生徒の細かな行動を注
視し生徒の感じていることを考えるという授業改善の
新たな視点を得ることができた。
○学校より派遣されている現職大学院生が，実習という
形で学校の研修に積極的に関わってもらえた。そこで
のワークショップ研修の方法を，各学年で取り組むよ
うになった。研修が教職員の自発的なものに変わりつ
つある。
○鈴鹿市全体の学校教科の結果を見ることができ，経年
変化を含め自校の課題が明らかとなった。また，課題
解決に向けた取り組みの成果も見ることができた。
３）生徒について
○生徒のアンケート調査によれば，学校の授業に関する
項目や意欲に関する項目が好転している。その結果も
あると思うが全国学力調査の結果も改善が見られる。
　　一方，生徒の学校や授業に関する満足度が低い結果
も明らかとなった。これは，学校評価アンケートの結
果から分かった事であり，貴重な資料である。
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４）学校課題について
○これまでは，生徒指導上問題がない場合には，学校の
課題を認識することができなかった。しかし，学校評
価の資料を検討することで，見えなかった学校の課題
が見えるようになった。
　　さらに，大学の支援によりその課題を解決する方法
と共に考え実践できたことは今までになかったことで
ある。
○校内研修を進めていくなかで，学級づくりにおける担
任のファシリテーター力に差があることが明らかと
なった。これもこの連携事業の成果であると考える。
５）大学側から
　大学側からは以下の点について注目点を上げた。
○この連携事業では，学校からの「どんな生徒に育てた
いか」という端的なテーマにどう学校がしっかり答え
てほしい。そして，それが全教職員にちゃんと理解さ
れている状態が必要である。その目標がなければ，方
法を考えることができない。方向を決めて，具体的方
法を考え実践していることが必要である。
○大学と連携しながら具体的イメージを確定する必要が
ある。
○これまでの三者の連携の状態は，「大学−教育委員会」，
「教育委員会−学校」，「学校−大学」というような個
別の対応であった。今後は，成果や課題を共有する必
要がある。そのためには，中間報告会等を実施してい
くことも１つである。
○大学との連携の際には，是非，教育委員会の指導主事
も参加してほしい。それが，大学・教育委員会・学校
と連携になると考える。
○それぞれの学校が連携事業によって，いくつかの成果
を上げることができている。学校同士の鈴鹿市内での
連携が必要である。
　　この連携授業の目的は，鈴鹿市の中学校が学校課題
に関して自力解決する能力を学校自体が開発すること
である。それには，この事業をきっかけに市内の中学
校が横の連携を取り合い，それを促進強化するために，
教育委員会のリーダーシップが必要となる。
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